
平成１８年６月 経営協議会議事録（案） 
 
Ⅰ．日 時 平成１８年６月１５日（木） １５時００分～１６時５５分 
  
Ⅱ．場 所 千葉大学けやき会館レセプションホール 
 
Ⅲ．出席者 古在学長，早川，伊集院，有馬，清水，赤田，山根，天野，宮崎，安田， 

藤澤（武），山口，石垣，藤澤（英）各委員 
（欠席：岡田，井上，後藤，茂木，石橋，各委員） 
 

   議事に先立ち，学長から春の叙勲において旭日中綬章を受けられた早川委員へ

の祝辞があり，また，６月１日付け新たに委員となられた茂木友三郎委員の紹介

が行われた。 
 

Ⅳ．前回経営協議会議事録について 
   原案のとおり承認された。 
 
 
Ⅴ．審議事項 
 １．平成１７年度業務実績報告書（案）について 
    学長から平成１７年度業務実績報告書（案）について審議願いたい旨提案が

あった後，天野理事から全体的な状況及び特記事項等について資料に基づき説

明があった。また，学長から今後，６月２１日開催の役員会で審議のうえ決定

し，６月末日までに国立大学法人評価委員会に提出する旨発言があった。 
    主な意見は次のとおり 
    ・国立大学評価委員会に提出後，コメントは出されるのか。 
    ・提出後８月１日にヒヤリングが行われ，秋頃にコメントが出される。その

後，大学としてそのコメントに対する意見を提出することができる。 
    ・目標設定に対して，その目標設定自体を上げるようなコメントは出される

のか。 
    ・６年間の中期目標及び中期計画は既に文部科学省から承認を得ている。計

画を低く設定すれば，達成度は良くなる。 
    ・自己評価が甘いとの指摘はあるのか。 
    ・昨年度自己評価を低くしたものは，今回他の項目以上に努力をした。 
    ・計画以上に進展があったものはあるのか。 
    ・３項目ある。（No．２０３，２１３，２１５） 
    ・この評価を受験生，学生への周知はするのか。 
    ・ホームページに公開する。 
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 ２．平成１７年度決算（案）について 
    学長から平成１７年度決算（案）について審議願いたい旨提案があった後，

山根理事から財務諸表，平成１７年度決算における財務分析及び決算報告書に

ついて資料に基づき説明があった。また，学長から今後，６月２１日開催の役

員会で審議のうえ決定し，６月末日までに文部科学省に提出する旨発言があっ

た。 
    主な意見は次のとおり 
    ・利益の処分に関する書類（案）について，利益処分額の積立金と教育研究・

診療業務の資質向上及び運営組織の改善のための目的積立金の違いは何

か。 
    ・積立金は国から承継を受けた資産に係る見返負債の戻入などであり，実際

に現金の裏付けがあるものではない。 
    ・積立金と目的積立金の割合は決められているのか。 
    ・目的積立金は，当期総利益のうち，文部科学省が別に示す算定方法により

収支差額のうち退職手当，執行残額及び寄附金等の使途が特定されている

ものを差し引いた額を計上したものであり，積立金は，当期総利益のうち，

目的積立金に計上した残額を独立行政法人通則法の規定により計上した

ものである。 
    ・利益は大学の努力の結果と思われるが，増額すると国からの援助は減額さ

れるのか。 
    ・減額されることはない。ただ，運営費交付金に効率化係数がかかるので，

その減額はある。 
    ・昨年は国立大学法人全体で１０００億の利益があったとの報道がなされた

が，これは正確とは云えず，その後文部科学省もその対応を行ったところ

であるが，社会の理解を得るには対応に注意が必要である。 
 
 ３．平成１９年度概算要求（案）について 
    学長から平成１９年度概算要求（案）について審議願いたい旨提案があった

後，山根理事から平成１９年度概算要求に係る事項（事業）について資料に基

づき説明があった。また，学長から今後，６月２１日開催の役員会で審議のう

え決定し，６月２２日に文部科学省に提出する旨発言があった。なお，要求順

位については学長に一任願いたい旨発言があった。 
    主な意見は次のとおり 
    ・「自然科学研究科の改組」は，改組ではなく廃止と思われるが，役員会等で

十分に検討願いたい。 
    ・「地域資源を活用した持続可能な新しい観光創出のための連携融合事業」は

時宜を得たものかと思う。 
 
 



 ４．学長選考会議委員の選出について 

    学長から松本栄一委員の任期満了による退任に伴い，経営協議会委員（学外

有識者）から選出する学長選考会議委員について諮りたい旨提案があった後，

松本委員の後任として，後藤委員が審議の結果，選出された。 
 
 ５．常勤役員の期末特別手当（ボーナス）について 
    学長から平成１８年６月期における常勤役員の期末特別手当（ボーナス）に

ついて，定額（職務実績による増減を行わない）を支給することとしたい旨提

案があった。 
 
 ６．千葉大学基金の創設（案）について 
    学長から千葉大学基金の創設（案）について諮りたい旨提案があった後，山

根理事から資料に基づき説明があった。 
    主な意見は次のとおり 
    ・この基金は，果実運用で行うのか。 
    ・集まった基金の一部を使い，かつ，一部は運用していく。 
    ・名称を募集してはどうか。 
    ・免税措置はあるのか。 
    ・免税措置を受けることができる。 
 
 
Ⅵ．報告事項 
 １．平成１７年度光熱水料の節減結果について 
    学長から平成１７年度光熱水料の節減結果について，資料に基づき報告があ

った。また，今年度も引き続き努力していく旨発言があった。 
 
 
Ⅶ．その他（自由討論） 
 １．千葉大学の近況について 
    学長から千葉大学の近況に関して資料に基づき報告があった後，意見交換が

行われた。 
    主な意見は次のとおり 
    ・学生との懇談会で，女子学生を分けているのは何故か。男子学生との違い

は何か。 
    ・意見の出方に違いがある。 
    ・留学生からの意見はどの様なものがあるのか。 
    ・近年，漢字圏以外の留学生が多く，各種書類に英文標記を望む学生が多数

いるので，英文表記を附記することとした。 
    ・承認ＴＬＯについては，先般文部科学省及び経済産業省合同のヒヤリング

が実施され，申請を受理された。概ね受理から１ヶ月以内に認可されるこ



ととなる。 
    ・文部科学省では２１世紀ＣＯＥプログラムの後継として，「スーパーＣＯＥ」

が検討されているので，本学においても，既に準備を行っている。 
 
 
 学長から，次回（１１月１４日）の経営協議会について，柏の葉地区（環境健康都

市園芸フィールド科学教育研究センター）にて開催したい旨発言があり，了承された。

また，会議開始時間についても，視察を含め，１４時から行う旨発言があった。 
 

以 上 


